
 港湾災害復旧事業により茶屋前地区に整備を進めていた茶屋前水門が、令和５年２月28日（火）に運

用開始となりましたのでお知らせします。 

 茶屋前水門は純径間11.0ｍ、有効高3.0ｍと大型のアルミ合金製プレートガータ構造ローラゲートの

水門です。 

 本水門は自動閉鎖システムを採用しており、津波注意報等発表時は安全かつ迅速・確実に、自動で 

門扉を閉鎖することで、津波を防ぐことができます。 

 整備した水門の設計津波高は、T.P+7.5mとしており、本水門の運用開始により茶屋前地区の水門・

陸閘は全基運用開始となりました。 

茶屋前水門が２月28日に運用開始しました！！  
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   かわら版に関する問合せ先    

沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター復興まちづくり課 TEL： 0192-26-1951  

◇E-mail：ＢＧ0005＠pref.iwate.jp                                  

◇ HPアドレス  http://www.pref.iwate.jp/engan/ofuna_doboku/1014476.html 

 東日本大震災津波からの復興事業として普金地区で整備を進めている防潮堤について、平成29年度

に着手し、現在は一部区間の防潮堤が完成するなど、鋭意工事を進めているところです。 

 これまで、令和４年度内の完成を目指してきましたが、現場周辺の交通状況や施工ヤードが狭小であ

ること、防潮堤で使用する資材を製造する工場が昨年8月の豪雨災害で被災したことなどにより、一部

区間が年度内に完成しない見込みとなりました。 

 現時点での工程を再精査した結果、令和５年度末の完成を目指すこととなりましたのでお知らせしま

す。 

 引き続き安全第一に工事を進めていきますので、御理解と御協力の程、よろしくお願いします。  

【事業概要】 

 ・整備内容：全体延長586m、防潮堤440m、陸閘３基、水門１基 

 ・工事期間：平成29年度 ～ 令和５年度（予定） 

普金地区防潮堤整備の進捗状況について  
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